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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスデバイスによるワイヤレス通信のための方法であって、
　初期送信電力レベルのセットと、初期送信電力レベルの前記セットに対応する基準信号
受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットとを示すシグナリングを受信することと、
　ＲＳＲＰ測定値をＲＳＲＰしきい値の前記セットと比較することと、
　前記比較することに少なくとも基づいて、初期送信電力レベルの前記セットから初期送
信電力レベルを選択することと、
　前記初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージ
を送信することと、
　アイドルモードから接続モードに遷移することと、
　初期送信電力レベルの後続のセットを示すシグナリングを受信することと、ここにおい
て、初期送信電力レベルの前記後続のセットが、初期送信電力レベルの前記セットと同じ
であるかまたはそれとは異なり、前の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも基づ
く、
　を備える、方法。
【請求項２】
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに一意にマッピング
される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、初期送信電力レベルの前記セット中の要素の数－１
に等しい数の要素を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、前記ＲＳＲＰ測定値または初期送信電力レベルの前
記セット中の初期送信電力レベルに関連する確率分布関数に少なくとも基づく、請求項２
に記載の方法。
【請求項５】
　初期送信電力レベルの前記セットが、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え、
ここにおいて、利用可能な送信電力レベルの前記サブセット中の要素の数が、利用可能な
送信電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記初期送信電力レベルを利用する前記ＲＡＣＨメッセージの前記送信が失敗したと決
定することと、
　初期送信電力レベルの前記セットのサブセットから後続の送信電力レベルを選択するこ
とと、ここにおいて、前記サブセットが、前記選択された初期送信電力レベルよりも大き
い送信電力レベルを備える、
　前記後続の送信電力レベルを利用して後続のＲＡＣＨメッセージを送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　初期送信電力レベルの前記後続のセットに少なくとも基づいてＲＳＲＰしきい値のセッ
トを示すシグナリングを受信することをさらに備え、ここにおいて、ＲＳＲＰしきい値の
前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立されたＲＳＲＰしきい
値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　基地局によるワイヤレス通信のための方法であって、
　初期送信電力レベルのセットと、初期送信電力レベルの前記セットに対応する基準信号
受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットとを決定することと、
　初期送信電力レベルの前記セットと、ＲＳＲＰしきい値の前記セットとを示すシグナリ
ングを送信することと、
　初期送信電力レベルの前記セットから選択された初期送信電力レベルに従って送信され
たランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信することと、前記選択された
初期送信電力レベルは、ＲＳＲＰ測定値とＲＳＲＰしきい値の前記セットとの比較に少な
くとも基づく、
　ユーザ機器との無線リソース制御接続を確立することと、
　初期送信電力レベルの前記セットと同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功した
ＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも基づく、初期送信電力レベルの後続のセットを決定
することと、
　初期送信電力レベルの前記後続のセットを示すシグナリングを送信することと
　を備える、方法。
【請求項９】
　初期送信電力レベルの前記セットを決定することが、
　利用可能な送信電力レベルのセットからサブセットを選択すること
　を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、ＲＳＲＰ測定値または初期送信電力レベルの前記セ
ットに関連する確率分布関数に少なくとも基づく、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに一意にマッピング
される、請求項８に記載の方法。
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【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　初期送信電力レベルのセットと、初期送信電力レベルの前記セットに対応する基準信号
受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットとを示すシグナリングを受信するための手段と、
　ＲＳＲＰ測定値をＲＳＲＰしきい値の前記セットと比較するための手段と、
　前記比較することに少なくとも基づいて、初期送信電力レベルの前記セットから初期送
信電力レベルを選択するための手段と、
　前記初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージ
を送信するための手段と、
　アイドルモードから接続モードに遷移するための手段と、
　初期送信電力レベルの後続のセットを示すシグナリングを受信するための手段と、ここ
において、初期送信電力レベルの前記後続のセットが、初期送信電力レベルの前記セット
と同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくと
も基づく、
　を備える、装置。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　初期送信電力レベルのセットと、前記初期送信電力レベルに対応する基準信号受信電力
（ＲＳＲＰ）しきい値のセットとを決定するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットと、ＲＳＲＰしきい値のセットとを示すシグナリング
を送信するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットから選択された初期送信電力レベルに従って送信され
たランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信するための手段と、前記選択
された初期送信電力レベルは、ＲＳＲＰ測定値とＲＳＲＰしきい値の前記セットとの比較
に少なくとも基づく、
　ユーザ機器との無線リソース制御接続を確立するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットと同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功した
ＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも基づく、初期送信電力レベルの後続のセットを決定
するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記後続のセットを示すシグナリングを送信するための手段と
　を備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年４月１９日に出
願された、「Configurable Random Access Initial Power Level Selection」と題する、
Ｗａｎｇらによる米国特許出願第１５／１３２，９８８号、および２０１５年４月２１日
に出願された、「Configurable Random Access Initial Power Level Selection」と題す
る、Ｗａｎｇらによる米国仮特許出願第６２／１５０，８３７号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、マシンタイプ通信（ＭＴ
Ｃ）デバイスのためのランダムアクセス電力レベル選択のための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
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続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム（たとえば
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム）がある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られ得る、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、
いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために
）ダウンリンクチャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップ
リンクチャネル上で、通信デバイスと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかのタイプのワイヤレスデバイスは、自動化された通信を提供し得る。自
動化されたワイヤレスデバイスは、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信またはマシンタイプ
通信（ＭＴＣ）を実装するものを含み得る。Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、デバイスが
人の介入なしに互いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ通信技術を指すこ
とがある。たとえば、Ｍ２Ｍおよび／またはＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャする
ためにセンサーまたはメーターを組み込み、情報を活用することができる中央サーバまた
はアプリケーションプログラムにその情報を中継するか、あるいはプログラムまたはアプ
リケーションと対話する人間に情報を提示する、デバイスからの通信を指すことがある。
【０００６】
　[0006]ＭＴＣデバイスは、情報を収集するかまたは機械の自動化された挙動を可能にす
るために使用され得る。ＭＴＣデバイスのための適用例の例としては、スマートメータリ
ング、インベントリ監視、水位監視、機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視、天候お
よび地質学的事象監視、フリート管理およびトラッキング、リモートセキュリティ検知、
物理的アクセス制御、ならびにトランザクションベースのビジネスの課金がある。
【０００７】
　[0007]カバレージ拡張技法を採用するものを含む、いくつかの（certain）ワイヤレス
通信システムでは、いくつかのチャネルは、初期送信と、後続の（followed by）、初期
送信に対する応答、またはその応答がないことに基づく１つまたは複数の繰返し送信を有
し得る。たとえば、ランダムアクセス送信が、最初に送信され、ランダムアクセス応答（
ＲＡＲ）が受信されない場合、再送信され得る。さらに、初期送信のためのおよびいくつ
かの繰返し送信のための電力レベルが、送信の受信の可能性（likelihood）を向上させる
ように変更され得る。そのような電力レベルの効率的な決定および調整が、ＭＴＣデバイ
スのための比較的効率的なネットワークアクセスを与えるために望ましいことがある。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]説明される特徴は、一般に、ワイヤレス通信ネットワーク中の物理ランダムアク
セスチャネルに関する初期電力レベル選択のための１つまたは複数のシステム、方法、お
よび装置に関する。初期電力レベル選択は、物理ランダムアクセスチャネルに関連する１
つまたは複数チャネル状態を考慮するかまたはそれに基づき得る。追加または代替として
、初期電力レベル選択は、利用可能な初期電力送信レベルのシグナリングと基準信号受信
電力測定値（reference signal received power measurement）とに基づき得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、初期送信電力レベルのセットを
示すシグナリングを受信することと、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ：reference signal r
eceived power）測定値に少なくとも部分的に基づいて、セットから初期送信電力レベル
を選択することと、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ
：random access channel）メッセージを送信することとを含み得る。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、初期送信電力レベルのセ
ットを示すシグナリングを受信するための手段と、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値
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に少なくとも部分的に基づいて、セットから初期送信電力レベルを選択するための手段と
、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを送
信するための手段とを含み得る。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、ここにお
いて、命令は、初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを受信することと、基準
信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値に少なくとも部分的に基づいて、セットから初期送信電
力レベルを選択することと、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（
ＲＡＣＨ）メッセージを送信することとを行うためにプロセッサによって実行可能である
。
【００１２】
　[0012]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。コードは、初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを受信することと、
基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値に少なくとも部分的に基づいて、セットから初期送
信電力レベルを選択することと、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネ
ル（ＲＡＣＨ）メッセージを送信することとを行うために実行可能な命令を含み得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することと、ＲＳＲＰ測定
値をＲＳＲＰしきい値と比較することと、ここにおいて、初期送信電力が比較に少なくと
も部分的に基づいて選択される、をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの
例では、ＲＳＲＰしきい値のセットは、初期送信電力レベルのセット中の要素の数－１に
等しい数の要素を備える。いくつかの例では、ＲＳＲＰしきい値のセットは初期送信電力
レベルのセットに一意にマッピングされ得る。
【００１４】
　[0014]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＲＳＲＰしきい値は、ＲＳＲＰ測定値またはセット中の初期送信電力レベルに
関連する確率分布関数に少なくとも部分的に基づく。追加または代替として、いくつかの
例では、初期送信電力レベルのセットは、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え
、ここにおいて、利用可能な送信電力レベルのサブセット中の要素の数は、利用可能な送
信電力レベルの総数（total number）よりも小さいかまたはそれに等しい。
【００１５】
　[0015]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、選択された初期送信電力レベルはＲＳＲＰ測定値に反比例（inversely propor
tional）する。追加または代替として、いくつかの例は、初期送信電力レベルを利用する
ＲＡＣＨメッセージの送信が失敗したと決定することと、初期送信電力レベルのセットの
サブセットから後続の（subsequent）送信電力レベルを選択することと、ここにおいて、
サブセットが、選択された初期送信電力レベルよりも大きい送信電力レベルを備え、後続
の送信電力レベルを利用して後続のＲＡＣＨメッセージを送信することと、を含み得る。
【００１６】
　[0016]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、アイドルモードから接続モードに遷移することと、初期送信電力レベルの後続の
セットを示すシグナリングを受信することとをさらに含み得、ここにおいて、初期送信電
力レベルの後続のセットは、初期送信電力レベルのセットと同じであるかまたはそれとは
異なり、前の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分的に基づく。追加または
代替として、いくつかの例は、初期送信電力レベルの後続のセットに少なくとも部分的に
基づいてＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することを含み得、ここに
おいて、ＲＳＲＰしきい値のセットは、成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立さ
れたＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる。
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【００１７】
　[0017]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、ＲＳＲＰしきい値のセットを示
すシグナリングを受信することと、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値とＲＳＲＰしき
い値のセットとの間の比較に少なくとも部分的に基づいて、利用可能な送信電力レベルの
セットから初期送信電力レベルを選択することと、初期送信電力レベルを利用してランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを送信することとを含み得る。
【００１８】
　[0018]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、ＲＳＲＰしきい値のセッ
トを示すシグナリングを受信するための手段と、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値と
ＲＳＲＰしきい値のセットとの間の比較に少なくとも部分的に基づいて、利用可能な送信
電力レベルのセットから初期送信電力レベルを選択するための手段と、初期送信電力レベ
ルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを送信するための手段と
を含み得る。
【００１９】
　[0019]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、ここにお
いて、命令は、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することと、基準信
号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値とＲＳＲＰしきい値のセットとの間の比較に少なくとも部
分的に基づいて、利用可能な送信電力レベルのセットから初期送信電力レベルを選択する
ことと、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセー
ジを送信することとを行うためにプロセッサによって実行可能である。
【００２０】
　[0020]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。コードは、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することと、基
準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値とＲＳＲＰしきい値のセットとの間の比較に少なくと
も部分的に基づいて、利用可能な送信電力レベルのセットから初期送信電力レベルを選択
することと、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッ
セージを送信することとを行うために実行可能な命令を含み得る。
【００２１】
　[0021]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、初期送信電力レベルのセットを
決定することと、初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを送信することと、初
期送信電力レベルのセットから選択された初期送信電力レベルに従って送信されたランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信することとを含み得る。
【００２２】
　[0022]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、初期送信電力レベルのセ
ットを決定するための手段と、初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを送信す
るための手段と、初期送信電力レベルのセットから選択された初期送信電力レベルに従っ
て送信されたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信するための手段と
を含み得る。
【００２３】
　[0023]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、ここにお
いて、命令は、初期送信電力レベルのセットを決定することと、初期送信電力レベルのセ
ットを示すシグナリングを送信することと、初期送信電力レベルのセットから選択された
初期送信電力レベルに従って送信されたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセー
ジを受信することとを行うためにプロセッサによって実行可能である。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。コードは、初期送信電力レベルのセットを決定することと、初期送信電力レベル
のセットを示すシグナリングを送信することと、初期送信電力レベルのセットから選択さ
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れた初期送信電力レベルに従って送信されたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッ
セージを受信することとを行うために実行可能な命令を含み得る。
【００２５】
　[0025]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、初期送信電力レベルのセットを決定することは、利用可能な送信電力レベルの
セットからサブセットを選択することを備える。追加または代替として、いくつかの例は
、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定することと、ＲＳＲＰしきい値
のセットを示すシグナリングを送信することと、ここにおいて、ＲＳＲＰ値のセットが初
期送信電力レベルのセットに対応する、を含み得る。
【００２６】
　[0026]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、ＲＳＲＰしきい値のセットは、ＲＳＲＰ測定値または初期送信電力レベルのセ
ットに関連する確率分布関数に少なくとも部分的に基づく。追加または代替として、いく
つかの例では、ＲＳＲＰしきい値のセットは、初期送信電力レベルのセット中の要素の数
－１に等しい数の要素を備える。
【００２７】
　[0027]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例では、初期送信電力レベルのセットは、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備
え、ここにおいて、利用可能な送信電力レベルのサブセットである中の要素の数利用可能
な送信電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい（a number of elements in 
the subset is of available transmission power levels less than or equal to a tot
al number of available transmission power levels）。追加または代替として、いくつ
かの例は、ユーザ機器との無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）接続を
確立することと、初期送信電力レベルのセットと同じであるかまたはそれとは異なり、前
の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分的に基づく、初期送信電力レベルの
後続のセットを決定することと、初期送信電力レベルの後続のセットを示すシグナリング
を送信することとを含み得る。
【００２８】
　[0028]上記で説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の例は、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定することと、ここにおい
て、ＲＳＲＰしきい値のセットが、成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立された
ＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、ＲＳＲＰしきい値
のセットを示すシグナリングを送信することとをさらに含み得る。
【００２９】
　[0029]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、利用可能な送信電力レベルのセ
ット少なくとも部分的に基づいてＲＳＲＰしきい値のセットを決定することと、ＲＳＲＰ
しきい値のセットを示すシグナリングをユーザ機器に送信することとを含み得る。
【００３０】
　[0030]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、利用可能な送信電力レベ
ルのセット少なくとも部分的に基づいてＲＳＲＰしきい値のセットを決定するための手段
と、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングをユーザ機器に送信するための手段と
を含み得る。
【００３１】
　[0031]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。本装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得、ここにお
いて、命令は、利用可能な送信電力レベルのセット少なくとも部分的に基づいてＲＳＲＰ
しきい値のセットを決定することと、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングをユ
ーザ機器に送信することとを行うためにプロセッサによって実行可能である。
【００３２】
　[0032]ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体が説明
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される。コードは、利用可能な送信電力レベルのセット少なくとも部分的に基づいてＲＳ
ＲＰしきい値のセットを決定することと、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリング
をユーザ機器に送信することとを行うために実行可能な命令を含み得る。
【００３３】
　[0033]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。追加の特徴および利点
が以下で説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するため
の他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価
な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特性、そ
れらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説明
を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で与えられ
、特許請求の範囲の限界を定めるものではない。
【００３４】
　[0034]本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
。添付の図では、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じ
タイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成要素同
士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみ
が本明細書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ
第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】[0035]本開示の様々な態様による、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのため
のランダムアクセス電力レベル選択のためのワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】[0036]本開示の様々な態様による、ＭＴＣデバイスのためのワイヤレス通信サブ
システムの一例を示す図。
【図３】[0037]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内での通信を示すコ
ールフロー図の一例を示す図。
【図４】[0038]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内での通信を示す別
のコールフロー図の一例を示す図。
【図５】[0039]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム内での通信を示す別
のコールフロー図の一例を示す図。
【図６】[0040]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択のために構
成されたデバイスのブロック図。
【図７】[0041]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス要求電力レベル選択のため
に構成された別のデバイスのブロック図。
【図８】[0042]本開示の様々な態様による、デバイスのためのランダムアクセスモジュー
ルのブロック図。
【図９】[0043]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス要求電力レベル選択のため
に構成されたＵＥを含むシステムのブロック図。
【図１０】[0044]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス要求電力レベル選択のた
めに構成された基地局を含むシステムのブロック図。
【図１１】[0045]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択を用いた
通信のための方法を示すフローチャート。
【図１２】[0046]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択を用いた
通信のための方法を示すフローチャート。
【図１３】[0047]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択を用いた
通信のための方法を示すフローチャート。
【図１４】[0048]本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択を用いた
通信のための方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
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【００３６】
　[0049]説明される特徴は、一般に、マシンタイプ通信（ＭＴＣ）デバイスのためのワイ
ヤレス通信ネットワークへのランダムアクセスのための改善されたシステム、方法、また
は装置に関する。いくつかの例では、ランダムアクセス試みのための初期電力レベル選択
は、利用可能な初期電力送信レベルのシグナリングと基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定
値とに基づき得る。ＭＴＣデバイスであり得るユーザ機器（ＵＥ）は、ＲＳＲＰを測定し
、測定されたＲＳＲＰとシグナリングされた利用可能な初期電力送信電力レベルとに基づ
いて、初期ランダムアクセス送信電力を選択し得る。利用可能な初期電力送信レベルは、
成功したランダムアクセス試みの改善された可能性を与え、成功の低い可能性を有する低
減された試みを通して、または成功したランダムアクセス試みを与えるのに必要な電力よ
りも高い電力において行われる低減された試みを通して、システム効率を向上させるよう
に選択され得る。
【００３７】
　[0050]そのような技法は、以下でより詳細に説明されるように、ＭＴＣデバイスの展開
において望ましいことがある。上述のように、いくつかのワイヤレスシステムは、ＭＴＣ
通信またはマシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）通信などの自動化された通信を与え得る。Ｍ２Ｍ
またはＭＴＣは、人間の介入なしに通信する技術を指すことがある。いくつかの場合には
、ＭＴＣデバイスは、制限された能力を有し得る。たとえば、いくつかのＭＴＣデバイス
はブロードバンド能力を有し得、他のＭＴＣデバイスは狭帯域通信に制限され得る。この
狭帯域制限は、たとえば、基地局によってサービスされる全帯域幅を使用して制御チャネ
ル情報または送信された基準信号を受信するＭＴＣデバイスの能力に干渉し得る。ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）技法を採用するものなど、いくつかのワイヤレス通信
システムでは、制限された帯域幅能力を有するＭＴＣデバイス（または同様の能力をもつ
別のデバイス）は、カテゴリ０デバイスと呼ばれることがある。
【００３８】
　[0051]いくつかの場合には、ＭＴＣデバイスは低減されたピークデータレートを有し得
る（たとえば、最大トランスポートブロックサイズは１０００ビットであり得る）。さら
に、ＭＴＣデバイスは、ランク１送信と、受信するための１つのアンテナとを有し得る。
これは、ＭＴＣデバイスを半二重通信に制限し得る（すなわち、デバイスは、同時に送信
および受信することが可能でないことがある）。ＭＴＣデバイスが半二重である場合、そ
れは、（たとえば、送信（Ｔｘ）から受信（Ｒｘ）へのまたはその逆の）緩和された切替
え時間を有し得る。たとえば、非ＭＴＣデバイスのための公称切替え時間は２０μｓであ
り得、ＭＴＣデバイスのための切替え時間は１ｍｓであり得る。ワイヤレスシステム中の
ＭＴＣ拡張（ｅＭＴＣ）は、狭帯域ＭＴＣデバイスが、より広いシステム帯域幅動作（た
とえば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚ）内で効果的に動作することを可能に
し得る。たとえば、ＭＴＣデバイスは、１．４ＭＨｚ帯域幅（すなわち、ＬＴＥシステム
中の６つのリソースブロック）をサポートし得る。いくつかの事例では、そのようなＭＴ
Ｃデバイスのカバレージ拡張が、より信頼できる通信を与えるために採用され得る。カバ
レージ拡張は、たとえば、（たとえば、最高１５ｄＢの）電力ブースティングと、送信の
冗長バージョンを与えるための送信時間間隔（ＴＴＩ）のバンドリングとを含み得る。
【００３９】
　[0052]送信のある数の冗長バージョンを与えるためのＴＴＩのバンドリングは、物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）
、拡張物理ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）、物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）など、いくつかのチャネ
ルのためのカバレージを拡張するために使用され得る。たとえば、ＰＲＡＣＨと、関連す
るメッセージとを含む、様々な物理チャネルは、ワイヤレス通信デバイスからの複数の冗
長送信を有し得る。いくつかの場合には、冗長バージョンの数は数十（tens of）サブフ
レーム程度で（on the order of）あり得、異なるチャネルは異なる冗長レベルを有し得
る。
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【００４０】
　[0053]さらに、述べられたように、カバレージ拡張は電力ブースティングを含み得、そ
れにおいて、ＭＴＣデバイスがより高い送信電力レベルを使用して送信し得、それはＲＡ
ＣＨ送信を含み得る。さらに、確立されたランダムアクセス技法によれば、初期ランダム
アクセス送信が行われ得るランダムアクセス試みのために、開ループ電力制御が使用され
得る。ランダムアクセス応答（ＲＡＲ）が受信されない場合、より高い電力レベルにおけ
る後続のランダムアクセス送信が行われ得る。たとえば、ＵＥは、ＲＡＲが受信されるま
でランダムアクセス要求を連続的に送信することによって、ネットワークへのランダムア
クセスを試み得る。ＭＴＣデバイスがカバレージ拡張技法に従って動作している例では、
１つまたは複数のランダムアクセス試みは、各反復電力レベルにおいて行われ得、各ラン
ダムアクセス試みは、ランダムアクセス要求の１つまたは複数の冗長バージョンを含み得
る。たとえば、（カバレージ拡張技法に従う、ランダムアクセスメッセージの１つまたは
複数の冗長送信を含み得る）第１のランダムアクセス試みが第１の電力レベルにおいて行
われ得、続いて、（ＲＡＲが受信されないと仮定して）第２のランダムアクセス試みが第
２のより高い電力レベルにおいて行われ得、最大送信電力レベルが到達されるまで以下同
様（and so on）である。シナリオはランダムアクセス送信の最大３つの電力レベルを含
み得、いくつかの例では、異なる電力レベルについて異なる数の冗長送信が与えられ得る
。
【００４１】
　[0054]初期ランダムアクセス送信のための電力レベルは、いくつかの展開では、ＵＥに
よって行われた基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定に基づいて決定され得る。上述のよう
に、ＭＴＣデバイスは、送信を受信するための制限された能力を有し得、いくつかの場合
には、さらに、不十分な（poor）カバレージを有するエリア中に（たとえば、建築物の地
階中に）あり得る。したがって、ＵＥにおけるＲＳＲＰ測定は、成功の低い可能性を有す
る比較的低い送信電力レベルにおける複数のランダムアクセス試みを循環し（cycle）な
ければならないことを回避するように、ランダムアクセス送信電力レベルを選択するため
に使用され得る。しかしながら、ＲＳＲＰの不正確な測定は、（ＲＳＲＰの過小推定（un
derestimation）の場合）電力の浪費または（ＲＳＲＰの過大推定（overestimation）の
場合）増加されたアクセス時間につながり得る。さらに、ＭＴＣデバイスの低減された能
力により、および／または不十分なカバレージを有するロケーション中のＭＴＣデバイス
により、ＲＳＲＰ測定は比較的不正確となり得る。
【００４２】
　[0055]たとえば、いくつかの展開では、ＭＴＣデバイスは、通常の状態で＋／－７ｄＢ
および極度の状態で＋／－１０ｄＢの上のＲＳＲＰ測定信号対雑音比を有し得る。さらに
、ランダムアクセス試みのためのいくつかの開ループ電力制御技法によれば、ランダムア
クセス電力レベルは５ｄＢグラニュラリティ（granularity）を有し得、ＲＳＲＰ測定値
は、正しい電力レベルを選択するために、９０％信頼度において＋／－２．５ｄＢ内にあ
る必要があるであろう。したがって、そのような例では、ＵＥにおけるＲＳＲＰ測定は、
正しい電力レベルを選択するのに十分に正確でないことがある。たとえば、比較的高い信
号対雑音比（たとえば、０ｄＢ　ＳＮＲ）を有するＲＳＲＰ測定値に関連する確率密度関
数（ＰＤＦ：probability density function）は、比較的シャープで狭くなり得るが、比
較的低いＳＮＲ（たとえば、－１０または－１５ｄＢ　ＳＮＲ）を有するＲＳＲＰ測定値
に関連するＰＤＦは、比較的低く、広くなり得、したがって、異なるＳＮＲについての確
率のかなりの（substantial）重複が存在し得る。初期ランダムアクセス送信のための送
信電力がＲＳＲＰに基づく場合、比較的低いＳＮＲ測定値は、初期送信電力の不正確な選
択を生じ得る。いくつかの例では、利用可能な初期送信電力のセットがＵＥに与えられ得
、以下でより詳細に説明されるように、初期送信電力のうちの１つが、ＲＳＲＰ測定値に
基づいて選択される。いくつかの例では、セット中の利用可能な初期送信電力の数は、設
定されたレベルを下回るＲＳＲＰ測定値のための同じ初期電力レベルを与えるように、利
用可能な送信電力の総数よりも小さくなり得る。たとえば、利用可能な送信電力の総数が
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、それぞれ、０ｄＢ、－５ｄＢ、－１０ｄＢ、および－１５ｄＢのＲＳＲＰ測定値につい
て０ｄＢｍ、５ｄＢｍ、１０ｄＢｍ、および１５ｄＢｍを含む場合、１５ｄＢｍの同じ初
期送信電力が、－７．５ｄＢ以下のＲＳＲＰ測定値のために選択され得る。
【００４３】
　[0056]いくつかの場合には、ＵＥは、開ループ電力制御に関連する電力ランプアップ技
法に従って、ランダムアクセス送信の各連続反復で、初期送信電力レベルからそれの送信
電力を増加させ得る。したがって、ＵＥは、第１のランダムアクセス試みのための指定さ
れた初期電力において、および後続の試みのためのより高い電力において、送信し得る。
いくつかの例では、基地局は、成功したランダムアクセスメッセージの送信のために使用
される電力レベルを決定し、ＵＥが後続のランダムアクセス試みにおいて使用するための
初期送信電力レベルの後続のセットを通信し得る。そのような技法は、モバイルでないこ
とがあり、したがって、連続ランダムアクセス試み間のチャネル状態の比較的小さい変化
を有する可能性があるＭＴＣデバイスにとって、有利であり得る。ＵＥは、「バックオフ
」設定に到達する前の試みの全最大回数に制限され得る。追加または代替として、ＵＥは
、ＲＡＲを受信するまで、レベルの漸進（progression through）を繰り返すように構成
可能であり得る。
【００４４】
　[0057]冗長送信と電力ブースティングとを含むカバレージ拡張技法は、一般に、ＭＴＣ
デバイスとともに採用され得るが、他のタイプのユーザ機器（ＵＥ）は、同様に、そのよ
うな技法を利用するかまたはそのような技法から恩恵を受け得る。したがって、説明され
るカバレージ拡張技法がＭＴＣ使用に制限されないことを、当業者は認識されよう。
【００４５】
　[0058]以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明さ
れる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシ
ージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、シナリオは、ＭＴＣ
デバイスに関して説明されるが、本明細書で説明される技法は、様々な他のタイプワイヤ
レス通信デバイスおよびシステムとともに使用され得る。さらに、説明される方法は、説
明される順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組み合
わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合わ
せられ得る。
【００４６】
　[0059]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。システム１００は、基地局１０５と、少なくとも１つのユーザ機器（ＵＥ）１１５と
、コアネットワーク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセ
ス許可と、トラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス
、ルーティング、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリ
ンク１３２（たとえば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェース
する。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構成およびスケジューリングを
実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例
では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホール
リンク１３４（たとえば、Ｘ２など）を介して互いと直接または間接的に（たとえば、コ
アネットワーク１３０を通して）通信し得る。ＵＥ１１５は、上記で説明されたようなＭ
ＴＣデバイスであり得る。
【００４７】
　[0060]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無
線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホ
ームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある
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。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分の
みを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異
なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル基地局）を含み
得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る。
【００４８】
　[0061]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局１０
５を表すために使用され得、ＵＥという用語は、概して、ＵＥ１１５を表すために使用さ
れ得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域に
カバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅ
ＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、または他のタイプのセルに通信
カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局
に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア、あるいはキャリアまたは基地局のカ
バレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る３ＧＰＰ（登録商標
）用語である。
【００４９】
　[0062]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による
無制限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと
同じまたは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力
基地局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマ
イクロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能に
し得る。フェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、
フェムトセルとの関連を有するＵＥ１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：cl
osed subscriber group）中のＵＥ１１５、自宅内のユーザのためのＵＥ１１５など）に
よる制限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれる
ことがある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェム
トｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（た
とえば、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポー
トし得る。
【００５０】
　[0063]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局１
０５からの送信は時間的に近似的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局１０５は異
なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局１０５からの送信は時間的に整合されな
いことがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのた
めに使用され得る。
【００５１】
　[0064]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得、ユーザプレ
ーン中のデータはＩＰに基づき得る。無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）レ
イヤが、論理チャネル上で通信するために、パケットセグメンテーションおよびリアセン
ブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤが、優先度処理と、トランスポー
トチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率
を改善するためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッド自動再送要求（
ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）を使用し得る。制御プレーンでは、無線
リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ＵＥ１１５と基地局１０５との間のＲＲＣ
接続の確立と構成と維持とを行い得る。ＲＲＣプロトコルレイヤはまた、ユーザプレーン
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データのための無線ベアラのコアネットワーク１３０サポートのために使用され得る。物
理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ
得る。
【００５２】
　[0065]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。上述のように、ＵＥはＭＴＣデバイスであり得る
が、本明細書で説明される技法は、様々なシステムにおいて使用され得る。ＵＥ１１５は
、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモー
トユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモー
トデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモー
ト端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、ま
たは何らかの他の好適な用語をも含むか、あるいはそのように当業者によって呼ばれるこ
ともある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップト
ップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであ
り得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、
様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【００５３】
　[0066]いくつかのタイプのＵＥ１１５は、自動化された通信を提供し得る。自動化され
たワイヤレスデバイスは、ＭＴＣ通信またはＭ２Ｍ通信を実装するものを含み得る。ＭＴ
Ｃは、デバイスが人の介入なしに互いにまたは基地局と通信することを可能にするデータ
通信技術を指すことがある。たとえば、ＭＴＣは、情報を測定またはキャプチャするため
にセンサーまたはメーターを組み込み、情報を活用することができる中央サーバまたはア
プリケーションプログラムにその情報を中継するか、あるいはプログラムまたはアプリケ
ーションと対話する人間に情報を提示する、デバイスからの通信を指すことがある。述べ
られたように、いくつかのＵＥ１１５は、情報を収集するか、または機械の自動化された
挙動を可能にするように設計されたものなど、ＭＴＣデバイスであり得る。ＭＴＣデバイ
スのための適用例の例としては、スマートメータリング、インベントリ監視、水位監視、
機器監視、ヘルスケア監視、野生生物監視、天候および地質学的事象監視、フリート管理
およびトラッキング、リモートセキュリティ検知、物理的アクセス制御、ならびにトラン
ザクションベースのビジネスの課金がある。ＭＴＣデバイスは、低減されたピークレート
において半二重（一方向）通信を使用して動作し得る。ＭＴＣデバイスはまた、アクティ
ブ通信に関与していないとき、電力節約「ディープスリープ」モードに入るように構成さ
れ得る。いくつかの場合には、ＭＴＣデバイスは、スリープ間隔と交互する通常送信間隔
のために構成され得る。
【００５４】
　[0067]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、または基地局１０５からＵＥ１１５へ
のダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれ
ることもあり、ＵＬ送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。各通信リンク１２５
は１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上記で説明された様々な
無線技術に従って変調された複数のサブキャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）
からなる信号であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報
（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを
搬送し得る。通信リンク１２５は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば
、対スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たと
えば、不対スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ（たとえば
、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ２）のためのフ
レーム構造が定義され得る。
【００５５】
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　[0068]システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５またはＵＥ１１５は、
基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、アンテナダイ
バーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追加または代替として、基
地局１０５またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複数の空間
レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を
採用し得る。
【００５６】
　[0069]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る特徴をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ、チャ
ネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」
、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。ＵＥ１１５は
、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリンクＣＣと１つまたは複数のＵＬ
　ＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤコンポーネントキャリア
とＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００５７】
　[0070]ＬＴＥシステムは、ＤＬ上では直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）を利用し
、ＵＬ上ではシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を利用し得る。Ｏ
ＦＤＭＡおよびＳＣ－ＦＤＭＡは、システム帯域幅を、一般にトーンまたはビンとも呼ば
れる複数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得
る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステ
ム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、それぞれ、１．４、３、５、１０、１５、また
は２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の（ガードバンドをもつ）対応するシステム帯域幅に対して
、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）のサブキャリア間隔の場合、７２、１８０、３００、６００
、９００、または１２００に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分
され得る。たとえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１つ、２つ、４つ、８
つまたは１６個のサブバンドがあり得る。
【００５８】
　[0071]ＬＴＥにおける時間間隔は、基本時間単位（たとえば、サンプリング周期、Ｔｓ
＝１／３０，７２０，０００秒）の倍数単位で表され得る。時間リソースは、０から１０
２３に及ぶシステムフレーム番号（ＳＦＮ）によって識別され得る、１０ｍｓの長さの無
線フレーム（Ｔｆ＝３０７２００Ｔｓ）に従って編成され得る。各フレームは、０から９
までの番号を付けられた１０個の１ｍｓサブフレームを含み得る。サブフレームは、その
各々が（各シンボルにプリペンドされたサイクリックプレフィックスの長さに応じて）６
つまたは７つの変調シンボル期間を含んでいる、２つの．５ｍｓスロットにさらに分割さ
れ得る。サイクリックプレフィックスを除いて、各シンボルは２０４８個のサンプル期間
を含んでいる。いくつかの場合には、サブフレームは、送信時間間隔（ＴＴＩ）としても
知られる、最も小さいスケジューリング単位であり得る。他の場合には、ＴＴＩは、サブ
フレームよりも短いことがあるか、または（たとえば、短いＴＴＩバーストにおいて、ま
たは短いＴＴＩを使用する選択されたコンポーネントキャリアにおいて）動的に選択され
得る。
【００５９】
　[0072]データは、論理チャネルと、トランスポートチャネルと、物理レイヤチャネルと
に分割され得る。チャネルはまた、制御チャネルとトラフィックチャネルとに分類され得
る。論理制御チャネルは、ページング情報のためのページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）
と、ブロードキャストシステム制御情報のためのブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣ
Ｈ）と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジュ
ーリングおよび制御情報を送信するためのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）と、
専用制御情報を送信するための専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）と、ランダムアクセス情報
のための共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）と、専用ＵＥデータのためのＤＴＣＨと、マルチ
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キャストデータのためのマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）とを含み得る
。ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャスト情報のためのブロードキャストチャ
ネル（ＢＣＨ）と、データ転送のためのダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）と、
ページング情報のためのページングチャネル（ＰＣＨ）と、マルチキャスト送信のための
マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）とを含み得る。ＵＬトランスポートチャネルは、アク
セスのためのランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と、データのためのＵＬ共有チャネ
ル（ＵＬ－ＳＣＨ）とを含み得る。ＤＬ物理チャネルは、ブロードキャスト情報のための
物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）と、制御フォーマット情報のための物理制御
フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）と、制御およびスケジューリング情
報のための物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、ＨＡＲＱステータスメッセ
ージのための物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）と、ユーザデータのため
の物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）と、マルチキャストデータのための物理
マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）とを含み得る。ＵＬ物理チャネルは、アクセスメッ
セージのための物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）と、制御データのためのＰ
ＵＣＣＨと、ユーザデータのための物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）とを含み得る。
【００６０】
　[0073]いくつかの場合には、ＴＴＩ（たとえば、ＬＴＥにおける１ｍｓ、１つのサブフ
レームの等価物）は、基地局１０５がＵＬ送信またはＤＬ送信のためにＵＥ１１５をスケ
ジュールし得る最も小さい時間単位として定義され得る。たとえば、ＵＥ１１５がＤＬデ
ータを受信している場合、各１ｍｓ間隔中に、基地局１０５は、リソースを割り当て、そ
れのＤＬデータをどこで探すべきか（where to look for）を（ＰＤＣＣＨ送信を介して
）ＵＥ１１５に示し得る。ＴＴＩバンドリングは、比較的不十分な無線状態において、あ
るいは、ＭＴＣデバイスが比較的狭い帯域幅を使用して動作し得るか、または建築物内の
地階または深層など、カバレージ制限されたロケーション中にある展開において（in dep
loyments where）、通信リンク１２５を改善するために使用され得る。ＴＴＩバンドリン
グは、冗長バージョンを再送信する前にデータが受信されなかったことを示すフィードバ
ックを待つことではなく、連続または非連続サブフレーム（ＴＴＩ）のグループ中で同じ
情報の複数の冗長コピーを送ることを伴い得る。
【００６１】
　[0074]本開示によれば、ＵＥ１１５などのワイヤレスデバイスは、ランダムアクセスメ
ッセージなど、初期送信を送信する際に使用するための初期送信電力のセットで構成され
得る。デバイスは、次いで、初期送信電力のセット、および、たとえば、ＲＳＲＰに基づ
いて、ランダムアクセス要求のための初期送信電力レベルを識別し得る。
【００６２】
　[0075]図２は、本開示の様々な態様による、ランダムアクセス初期電力の構成のための
ワイヤレス通信サブシステム２００の一例を示す。ワイヤレス通信サブシステム２００は
、図１を参照しながら説明されたＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ａを含み得
る。たとえば、図示のように、ＵＥ１１５－ａはＭＴＣデバイスであり得る。ワイヤレス
通信サブシステム２００は、図１を参照しながら上記で説明された基地局１０５の一例で
あり得る、基地局１０５－ａをも含み得る。基地局１０５－ａは、通信リンク１２５－ａ
を介してそれの地理的カバレージエリア１１０－ａ内の任意のＵＥ１１５に制御およびデ
ータを送信し得る。たとえば、通信リンク１２５－ａは、ＵＥ１１５－ａと基地局１０５
－ａとの間の双方向通信を可能にし得る。
【００６３】
　[0076]ワイヤレス通信サブシステム２００は、上述のように、ＵＥ１１５－ａがＲＲＣ
アイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移しているときなど、ＰＲＡＣＨ上でのランダ
ムアクセス要求を通して開始され得るネットワークへのアクセスをＵＥ１１５－ａに与え
得る。ランダムアクセス要求は、確立されたＰＲＡＣＨプロシージャによる、Ｚａｄｏｆ
ｆ－Ｃｈｕ（ＺＣ）シーケンスであり得る、ＰＲＡＣＨプリアンブル中のデータビットの
シーケンスを含み得る。ＰＲＡＣＨプリアンブルは、確立されたプロシージャによる、ル
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ートＺＣシーケンスに基づいて決定され得る。ワイヤレス通信サブシステム２００は、異
なる能力および異なる通信環境をもつＵＥ１１５を含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａ
は、基地局１０５－ａの比較的近くに位置し得、他のデバイスとは異なる無線容量を有し
得、したがって、たとえば、ＵＥ１１５－ａが基地局１０５－ａから比較的遠くに位置す
る場合に必要とされるであろうカバレージ拡張レベルとは異なるカバレージ拡張レベルを
使用し得る。
【００６４】
　[0077]いくつかの例では、ＵＥ１１５－ａは、初期ランダムアクセス送信電力において
、ＰＲＡＣＨプリアンブルを含む初期ランダムアクセス要求を送信し得る。初期ランダム
アクセス送信電力は、いくつかの例では、利用可能な初期ランダムアクセス送信電力のセ
ットとＵＥ１１５－ａによって行われたＲＳＲＰ測定とに基づいて決定され得る。基地局
１０５－ａは、いくつかの例では、初期ランダムアクセス試みのための送信電力レベルを
どのように設定すべきかに関する情報を含み得る、ランダムアクセス試みに関係する情報
をＵＥ１１５－ａにシグナリングし得る。いくつかの例では、基地局１０５－ａは、ＲＳ
ＲＰ測定、可能な初期電力レベルのセットより前に、情報をＵＥ１１５－ａにシグナリン
グし得る。可能な初期電力レベルのそのようなセットは、利用可能な電力レベルの総数の
サブセットであり得る。たとえば、利用可能な電力レベルの総数は、０ｄＢｍ、５ｄＢｍ
、１０ｄＢｍ、および１５ｄＢｍであり得、可能な初期電力レベルのシグナリングされた
セットは、０ｄＢｍ、５ｄＢｍ、および１５ｄＢｍの可能な初期電力レベルを含み得る。
ＵＥ１１５－ａはＲＳＲＰ測定を実行し得、ＲＳＲＰ測定の値に基づいて、それは、初期
ランダムアクセス要求メッセージのために初期電力レベルのうちの１つを選択し得る。
【００６５】
　[0078]いくつかの例では、基地局１０５－ａは、追加または代替として、ＲＳＲＰ測定
値に関連するしきい値のセットをシグナリングし得る。しきい値の数は、いくつかの例で
は、可能な初期電力レベルのセットと対応し得る。たとえば、しきい値は、ＲＳＲＰ測定
値がしきい値を上回るかまたは下回る場合、特定の初期送信電力がランダムアクセス試み
のために使用されるべきであることを示し得る。しきい値のうちの１つまたは複数は、送
信電力のセット中の送信電力のうちの１つまたは複数と対応し得るか、または、たとえば
、２つの隣接する電力レベル間の中間点など、送信電力間のある（some）点に位置し得る
。特定のしきい値は、対応する電力レベルにおいてＲＳＲＰ　ＰＤＦに結び付けられ（ti
ed to）、それにより、測定されたＲＳＲＰに対応する送信電力を与え得る。可能な初期
電力レベルのセットが３つの可能な初期電力レベル（０、５、１５ｄＢｍ）を含む、上記
で説明された例を続けると、２つのＲＳＲＰしきい値は、－２．５ｄＢでおよび－７．５
ｄＢで設定され得、したがって、０ｄＢｍの初期送信電力が、－２．５ｄＢよりも大きい
ＲＳＲＰ値のために使用され得、５ｄＢｍの初期送信電力が、－２．５ｄＢおよび－７．
５ｄＢでの、または－２．５ｄＢから－７．５ｄＢの間のＲＳＲＰ値のために使用され得
、１５ｄＢｍの初期送信電力が、－７．５ｄＢよりも小さいＲＳＲＰ値のために使用され
得る。したがって、選択された初期送信電力レベルはＲＳＲＰ測定値に反比例し得る。
【００６６】
　[0079]ＵＥ１１５－ａは、たとえば、初期送信電力のセットを示すシグナリング、また
はＲＳＲＰしきい値を示すシグナリング、またはその両方を受信し得る。いくつかの例で
は、ＭＡＣまたはＲＬＣレイヤデータパケットなど、単一の送信は、初期送信電力値とＲ
ＳＲＰしきい値の両方を含み得る。いくつかの例では、ＲＳＲＰしきい値のセットは、初
期送信電力レベルのセットに一意にマッピングされ得、したがって、ＲＳＲＰしきい値の
シグナリングは、初期送信電力のセットを与えるように働き得る。いくつかの例では、Ｒ
ＳＲＰしきい値のセットは、初期送信電力レベルのセット中の要素の数－１に等しい数の
要素を含み得る。そのようなシグナリングの受信の後に、ＵＥ１１５－ａは、ランダムア
クセス試みが完了されるべきであると決定し、ＲＳＲＰ測定を実行し得る。ＲＳＲＰ測定
の実行の後に、ＵＥ１１５－ａは、その結果をしきい値と比較し、可能な初期電力レベル
のセット、しきい値、およびＲＳＲＰ測定値に基づいて、初期ランダムアクセス送信のた
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めの初期電力レベルを選択し得る。いくつかの例では、初期電力レベルが決定されると、
ＲＡＣＨ失敗（RACH failure）の後の第２のランダムアクセス試みのための第２の電力レ
ベルが決定され得る。たとえば、初期電力レベルが０ｄＢｍである場合、失敗した試みの
後に続く電力レベル（the ensuing power levels after failed attempts）は、連続ラン
ダムアクセス試みのために、５ｄＢｍ、１０ｄＢｍ、および１５ｄＢｍに増加し得る。同
様に、初期電力レベルが５ｄＢｍである場合、失敗した試みの後に続く電力レベルは、そ
れぞれ、１０ｄＢｍおよび１５ｄＢｍであり得る。
【００６７】
　[0080]成功したランダムアクセスプロシージャに続いて、いくつかの例では、可能な初
期電力レベルのセットへの調整が行われ得る。たとえば、成功したランダムアクセスプロ
シージャに続いて、ＵＥ１１５－ａが、成功したランダムアクセスメッセージのために第
１の送信電力を使用したことが決定され得、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａが後続
のランダムアクセス試みのために使用すべきである可能な初期電力レベルの後続のセット
をシグナリングし得る。そのような技法は、ネットワークアクセスを獲得するのに必要と
されるランダムアクセス試み数を低減することによって、より効率的なネットワークアク
セスを与え得る。たとえば、アイドルモードからの起動と接続モードに遷移することとに
続くＵＥ１１５－ａによる後続のランダムアクセス試みの場合、可能な初期電力レベルの
後続のセットは、初期送信電力を決定するために使用され得る。上記の例を続けると、Ｕ
Ｅ１１５－ａが、可能な初期電力レベルの初期セットを有し、０ｄＢｍの初期送信電力を
用いたネットワークアクセスを獲得した場合、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａによ
る後のアクセス試みのための可能な初期電力レベルの後続のセットを与え得、それ（whic
h）は、たとえば、－２．５および－７．５ｄＢのＲＳＲＰしきい値を用いて０ｄＢｍ、
５ｄＢｍ、および１０ｄＢｍの初期電力レベルに調整され得る。他の例では、ＵＥ１１５
－ａが、最初に（initially）、１５ｄＢｍの送信電力を用いたネットワークへのアクセ
スを獲得した場合、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａによる後のアクセス試みのため
の可能な初期電力レベルの後続のセットを与え得、それ（which）は、たとえば、－７．
５ｄＢのＲＳＲＰしきい値を用いて５ｄＢｍおよび１５ｄＢｍの初期電力レベルに調整さ
れ得る。もちろん、これらの２つの例は、例示および説明のみの目的で与えられ、初期電
力レベルおよびしきい値の他のセットが使用され得ることを、当業者は容易に認識されよ
う。
【００６８】
　[0081]図３は、様々な態様による、ワイヤレス通信システム内での通信を示すコールフ
ロー図３００である。図３００は、図１のシステム１００または図２のシステム２００内
で採用されたランダムアクセス初期電力レベル技法を示し得る。図３００は、図１または
図２のＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ｂおよび基地局１０
５－ｂを含む。ＵＥ１１５－ｂはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｂおよび基地局
１０５－ｂはカバレージ拡張技法を採用していることがある。図３００は、ＵＥ１１５－
ｂがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移している状況など、ランダムアク
セスプロシージャの一例であり得る。
【００６９】
　[0082]基地局１０５－ｂは、ブロック３０５において示されているように、初期送信電
力レベルのセットを識別し得る。基地局１０５－ｂは、３１０においてダウンリンク送信
においてＵＥ１１５－ｂに初期送信電力レベルをシグナリングし得、それは、たとえば、
基地局１０５－ｂからの制御送信中に含まれ得る。初期送信電力レベルのセットは、たと
えば、ＵＥ１１５－ｂのＲＳＲＰ測定値に関連する確率密度関数に基づいて決定され得る
。基地局１０５－ｂは、１つまたは複数の基準信号３１５を送信し得（The base station
 105-b may transmit one or more reference signal(s) 315）、それは、ＵＥ１１５－
ｂにおいて受信され、ＲＳＲＰ測定を行うために使用され得る。ブロック３２０において
、ＵＥ１１５－ｂは、シグナリングされた利用可能な送信電力レベルとＲＳＲＰとに基づ
いて、ランダムアクセスメッセージのための初期電力レベルを選択し得る。たとえば、Ｕ
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Ｅ１１５－ｂは、基地局１０５－ｂからのＲＳＲＰを測定し得、ＰＲＡＣＨ送信のための
初期送信電力は、上記で説明されたようなＲＳＲＰと利用可能な送信電力とに基づいて決
定され得る。
【００７０】
　[0083]ＵＥ１１５－ｂは、３２５において、選択された初期ランダムアクセス送信電力
において初期ランダムアクセスプリアンブルを送信し得る。送信されたランダムアクセス
プリアンブル３２５が基地局１０５－ｂにおいて受信される場合、ランダムアクセス応答
３３０がＵＥ１１５－ｂに送信される。ランダムアクセス応答３３０に続いて、ＵＥ１１
５－ｂは、初期アップリンク送信３３５を送信し、ＲＲＣ接続状態に遷移し得る。
【００７１】
　[0084]上述のように、いくつかの例では、１つまたは複数のしきい値が、初期ランダム
アクセス送信電力を決定する際に使用するためにＵＥに与えられ得る。図４は、本開示の
様々な態様による、ワイヤレス通信システム内での、（１つまたは複数の）そのようなし
きい値に基づく通信を示すコールフロー図４００である。図４００は、図１のシステム１
００または図２のシステム２００内で採用された初期ランダムアクセス技法を示し得る。
図４００は、図１または図２のＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１
５－ｃおよび基地局１０５－ｃを含む。ＵＥ１１５－ｃはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ
１１５－ｃおよび基地局１０５－ｃはカバレージ拡張技法を採用していることがある。図
４００は、ＵＥ１１５－ｃがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移している
状況など、ランダムアクセスプロシージャの一例であり得る。
【００７２】
　[0085]基地局１０５－ｃは、上記で説明されたのと同様に、およびブロック４０５にお
いて示されているように、初期送信電力レベルのセットを識別し得る。基地局１０５－ｃ
は、４１０においてダウンリンク送信においてＵＥ１１５－ｃに１つまたは複数のＲＳＲ
Ｐしきい値をシグナリングし得、それは、たとえば、基地局１０５－ｃからの制御送信中
に含まれ得る。初期送信電力レベルのセットは、たとえば、ＵＥ１１５－ｃのＲＳＲＰ測
定値に関連する確率密度関数に基づいて決定され得、４１０においてしきい値送信とは別
々に、または４１０においてしきい値送信とともに、シグナリングされ得る。いくつかの
例では、初期送信電力レベルのセットは、シグナリングされたＲＳＲＰしきい値にマッピ
ングされ得るか、あるいはネットワーク構成または規格に従って確立され得る。基地局１
０５－ｃは、１つまたは複数の基準信号４１５を送信し得、それは、ＵＥ１１５－ｃにお
いて受信され、ＲＳＲＰ測定を行うために使用され得る。ブロック４２０において、ＵＥ
１１５－ｃは、（１つまたは複数の）ＲＳＲＰしきい値に基づいて、ランダムアクセスメ
ッセージのための初期電力レベルを選択し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１
０５－ｃからのＲＳＲＰを測定し得、ＰＲＡＣＨ送信のための初期送信電力は、上記で説
明されたような、ＲＳＲＰと、（１つまたは複数の）ＲＳＲＰしきい値と、利用可能な送
信電力とに基づいて決定され得る。
【００７３】
　[0086]ＵＥ１１５－ｃは、選択された初期ランダムアクセス送信電力において初期ラン
ダムアクセスプリアンブル４２５を送信し得る。送信されたランダムアクセスプリアンブ
ル４２５が基地局１０５－ｃにおいて受信される場合、ランダムアクセス応答４３０がＵ
Ｅ１１５－ｃに送信される。ランダムアクセス応答４３０に続いて、ＵＥ１１５－ｃは、
初期アップリンク送信４３５を送信し、ＲＲＣ接続状態に遷移し得る。
【００７４】
　[0087]上述のように、いくつかの例では、初期送信電力のセットは、前の成功したラン
ダムアクセス試みに基づいて適応的に確立され得る。図５は、本開示の様々な態様による
、適応初期ランダムアクセス送信電力を与え得るワイヤレス通信システム内での通信を示
すコールフロー図５００である。図５００は、図１のシステム１００または図２のシステ
ム２００内で採用された初期ランダムアクセス技法を示し得る。図５００は、図１または
図２のＵＥ１１５および基地局１０５の例であり得る、ＵＥ１１５－ｄおよび基地局１０
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５－ｄを含む。ＵＥ１１５－ｄはＭＴＣデバイスであり得、ＵＥ１１５－ｄおよび基地局
１０５－ｄはカバレージ拡張技法を採用していることがある。図５００は、ＵＥ１１５－
ｄがＲＲＣアイドルモードからＲＲＣ接続モードに遷移している状況など、ランダムアク
セスプロシージャの一例であり得る。
【００７５】
　[0088]基地局１０５－ｄは、上記で説明されたのと同様に、初期送信電力レベルおよび
／またはしきい値のセットを識別し得る。基地局１０５－ｄは、５１０においてダウンリ
ンク送信においてＵＥ１１５－ｄに初期送信電力および／または１つまたは複数のＲＳＲ
Ｐしきい値のセットをシグナリングし得、それは、たとえば、基地局１０５－ｄからの制
御送信中に含まれ得る。初期送信電力レベルおよびＲＳＲＰしきい値のセットは、上記で
説明されたように、ＵＥ１１５－ｄのＲＳＲＰ測定値に関連する確率密度関数に基づいて
決定され得る。基地局１０５－ｄは、１つまたは複数の基準信号５１５を送信し得、それ
は、ＵＥ１１５－ｄにおいて受信され、ＲＳＲＰ測定を行うために使用され得る。ブロッ
ク５２０において、ＵＥ１１５－ｄは、上記で説明されたのと同様に、初期電力レベルお
よび（１つまたは複数の）ＲＳＲＰしきい値のセットに基づいて、ランダムアクセスメッ
セージのための初期電力レベルを選択し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｄは、基地局１０
５－ｄからのＲＳＲＰを測定し得、ＰＲＡＣＨ送信のための初期送信電力は、上記で説明
されたような、ＲＳＲＰと、（１つまたは複数の）ＲＳＲＰしきい値と、利用可能な送信
電力とに基づいて決定され得る。
【００７６】
　[0089]ＵＥ１１５－ｄは、選択された初期ランダムアクセス送信電力において初期ラン
ダムアクセスプリアンブル５２５－ａを送信し得る。この例では、初期ランダムアクセス
試み５２５－ａは失敗し、その後に、ランダムアクセスプリアンブルを送信する成功した
試み５２５－ｎが達成されるまで、１つまたは複数の後続のランダムアクセス試みが続く
。成功したランダムアクセス試み５２５－ｎに続いて、ランダムアクセス応答５３０がＵ
Ｅ１１５－ｄに送信される。基地局１０５－ｄは、送信電力レベル／ＲＳＲＰしきい値の
適応セットを与えるために、上記で説明されたのと同様の様式で、ブロック５３５におい
て示されているように、初期送信電力レベルおよび／または（１つまたは複数の）ＲＳＲ
Ｐしきい値の後続のセットを識別し得る。基地局１０５－ｄは、５４０において送信にお
いて送信電力レベルおよび／またはＲＳＲＰしきい値のシグナリングを送信し得る。ＵＥ
１１５－ｄは、後続のランダムアクセスプロシージャを実行するとき、後続のランダムア
クセスプロシージャの初期ランダムアクセス試みのために、そのような後続の送信電力お
よびＲＳＲＰしきい値を使用し得る。
【００７７】
　[0090]図６は、本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択のために
構成されたワイヤレスデバイス６００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス６００は
、図１～図５を参照しながら説明されたＵＥ１１５または基地局１０５の態様の一例であ
り得る。ワイヤレスデバイス６００は、受信機６０５、ランダムアクセスモジュール６１
０、または送信機６１５を含み得る。ワイヤレスデバイス６００はプロセッサをも含み得
る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００７８】
　[0091]ワイヤレスデバイス６００の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハ
ードウェアで実行するように適応された少なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）を用いて、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つま
たは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行さ
れ得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る
他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組
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み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００７９】
　[0092]受信機６０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連す
る制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、およびＭＴＣデバイスのための
利用可能な送信電力および／またはＲＳＲＰしきい値のセットに関係する情報など）など
の情報を受信し得る。情報は、ランダムアクセスモジュール６１０に、およびワイヤレス
デバイス６００の他の構成要素に受け渡され得る。いくつかの例では、受信機６０５は、
１つまたは複数のリソースを使用して送信機からの冗長送信を受信し得る（たとえば、Ｕ
Ｅ１１５が時間領域バンドルダウンリンク送信を受信し得るか、または基地局１０５が時
間領域バンドルアップリンク送信を受信し得る）。いくつかの例では、受信機６０５は、
上記で説明されたような、初期ランダムアクセス電力レベルおよび／またはＲＳＲＰしき
い値のセットを受信し得る。他の例では、受信機６０５は、ランダムアクセス要求メッセ
ージを受信し得る。
【００８０】
　[0093]ランダムアクセスモジュール６１０は、初期ランダムアクセスメッセージ送信の
ための電力レベルを決定する際に使用され得る利用可能な初期ランダムアクセス電力レベ
ルおよび１つまたは複数のＲＳＲＰしきい値を識別し得る。送信機６１５は、ワイヤレス
デバイス６００の他の構成要素から受信された信号を送信し得る。いくつかの例では、送
信機６１５は、トランシーバモジュール内で受信機６０５とコロケートされ得る。送信機
６１５は単一のアンテナを含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。いくつ
かの例では、送信機６１５は、ランダムアクセスメッセージ、または利用可能な初期ラン
ダムアクセス電力レベルとＲＳＲＰしきい値とに関係する情報を送信し得る。
【００８１】
　[0094]図７は、本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択のために
構成されたワイヤレスデバイス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は
、図１～図６を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス６００の態様の一例であり得
る（たとえば、それは、ＵＥ１１５または基地局１０５を表し得る）。ワイヤレスデバイ
ス７００は、受信機６０５－ａ、ランダムアクセスモジュール６１０－ａ、または送信機
６１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス７００はプロセッサをも含み得る。これらの
構成要素の各々は互いと通信していることがある。ランダムアクセスモジュール６１０－
ａはまた、基準信号モジュール７０５と、初期電力決定モジュール７１０と、反復電力レ
ベルモジュール７１５とを含み得る。
【００８２】
　[0095]ワイヤレスデバイス７００の構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハ
ードウェアで実行するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて、個々にまた
はまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行され得る。他の実施形態では
、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの集積回路（た
とえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカス
タムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまた
は複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８３】
　[0096]受信機６０５－ａは、ランダムアクセスモジュール６１０－ａに、およびワイヤ
レスデバイス７００の他の構成要素に受け渡され得る情報を受信し得る。ランダムアクセ
スモジュール６１０－ａは、図６を参照しながら上記で説明された動作を実行し得る。送
信機６１５－ａは、ワイヤレスデバイス７００の他の構成要素から受信された信号を送信
し得る。
【００８４】
　[0097]基準信号モジュール７０５は、図１～図５を参照しながら上記で説明されたよう
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に、受信された基準信号に対してＲＳＲＰ測定を実行し得るか、または基準信号を送信の
ために与え得る。初期電力決定モジュール７１０は、図１～図５を参照しながら上記で説
明されたように、ＲＳＲＰ値に完全にまたは部分的に基づいて初期ランダムアクセス送信
電力を決定するように構成され得る。たとえば、初期電力決定モジュール７１０は、基準
信号モジュール７０５によって与えられたＲＳＲＰ値に基づいて初期ランダムアクセス送
信電力を決定するように構成され得る。ワイヤレスデバイス７００が基地局を表し得る例
では、初期電力決定モジュール７１０は、図１～図５を参照しながら上記で説明されたよ
うに、たとえば、ＲＳＲＰのＰＤＦに基づいて利用可能な初期送信電力のセットを決定し
得、追加または代替として１つまたは複数のＲＳＲＰしきい値を与え得る。送信機モジュ
ール６１５－ａは、決定された送信電力に従ってアップリンクチャネルを送信し得る。反
復電力レベルモジュール７１５は、図１～図５を参照しながら上記で説明されたように、
繰返しランダムアクセス要求送信のための電力レベルを決定するように構成され得る。
【００８５】
　[0098]図８は、本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択のための
ランダムアクセスモジュール６１０－ｂのブロック図を示す。ランダムアクセスモジュー
ル６１０－ｂは、図６～図７を参照しながら説明されたランダムアクセスモジュール６１
０の態様の一例であり得る。ランダムアクセスモジュール６１０－ｂは、基準信号モジュ
ール７０５－ａと、初期電力決定モジュール７１０－ａと、反復電力レベルモジュール７
１５－ａとを含み得る。これらのモジュールの各々は、図７を参照しながら上記で説明さ
れた機能を実行し得る。ランダムアクセスモジュール６１０－ｂはまた、リソースセット
決定モジュール８０５と、ＲＳＲＰしきい値決定モジュール８１０と、前ランダムアクセ
ス電力レベルモジュール（prior random access power level module）８１５とを含み得
る。
【００８６】
　[0099]ランダムアクセスモジュール６１０－ｂの構成要素は、適用可能な機能の一部ま
たは全部をハードウェアで実行するように適応された少なくとも１つのＡＳＩＣを用いて
、個々にまたはまとめて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他
の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つのＩＣ上で実行され得る。他の
実施形態では、当技術分野で知られている任意の様式でプログラムされ得る他のタイプの
集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または
別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的
に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォ
ーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８７】
　[0100]リソースセット決定モジュール８０５は、図１～図５を参照しながら上記で説明
されたように、電力リソースとバンドリングリソースとを含む、ランダムアクセス要求の
ためのリソースセットを決定するように構成され得、また、繰返しランダムアクセス送信
のための電力および／または反復リソースを決定し得る。ＲＳＲＰしきい値決定モジュー
ル８１０は、図１～図５を参照しながら上記で説明されたように、ＲＳＲＰしきい値を決
定するように構成され得る。前ランダムアクセス電力レベルモジュール８１５は、図１～
図５を参照しながら上記で説明されたように、前の成功したランダムアクセス送信のため
の電力レベルを決定し得、ＵＥの後続のランダムアクセス送信のための送信電力レベルお
よびＲＳＲＰしきい値を与える際に使用するために、そのような情報を、ランダムアクセ
スモジュール６１０－ｂの１つまたは複数の他のモジュールに与え得る。
【００８８】
　[0101]図９は、本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択のために
構成されたＵＥ１１５を含むシステム９００の図を示す。システム９００は、図１～図８
を参照しながら上記で説明されたＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス６００、またはワイヤ
レスデバイス７００の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｅを含み得る。ＵＥ１１５－ｅは、
図６～図８を参照しながら説明されたランダムアクセスモジュール６１０の一例であり得
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る、ランダムアクセスモジュール９１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｅは、図１～図５を参
照しながら上記で説明されたＭＴＣ通信に関係する動作を実行し得るＭＴＣ通信モジュー
ル９２５をも含み得る。ＵＥ１１５－ｅは、通信を送信するための構成要素と通信を受信
するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素をも含み得
る。たとえば、ＵＥ１１５－ｅは、ＵＥ１１５－ｆまたは基地局１０５－ｅと双方向に通
信し得る。
【００８９】
　[0102]ランダムアクセスモジュール９１０は、図１～図８を参照しながら上記で説明さ
れたように、利用可能な初期送信電力および／またはＲＳＲＰしきい値に少なくとも部分
的に基づいてランダムアクセスプロシージャを実行するように構成され得る。いくつかの
例では、デバイスはＭＴＣデバイスであり得る。
【００９０】
　[0103]ＵＥ１１５－ｅはまた、プロセッサモジュール９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ
）を含む）９２０メモリ９１５と、トランシーバ９３５と、１つまたは複数のアンテナ９
４０とを含み得、その各々は、（たとえば、バス９４５を介して）互いと直接または間接
的に通信し得る。トランシーバ９３５は、上記で説明されたように、（１つまたは複数の
）アンテナ９４０あるいはワイヤードリンクまたはワイヤレスリンクを介して、１つまた
は複数のネットワークと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ９３５は、基地局
１０５または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ９３５は、パケットを
変調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ９４０に与え
、（１つまたは複数の）アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するためのモデム
を含み得る。ＵＥ１１５－ｅは単一のアンテナ９４０を含み得るが、ＵＥ１１５－ｃはま
た、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ９４
０を有し得る。
【００９１】
　[0104]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９１５は、実行されたとき、プロセッサモジュール９０５に
本明細書で説明される様々な機能（たとえば、ＭＴＣデバイスのためのランダムアクセス
電力レベル選択など）を実行させる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能
ソフトウェア／ファームウェアコード９２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／フ
ァームウェアコード９２０は、プロセッサモジュール９０５によって直接的に実行可能で
ないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータに本明細
書で説明される機能を実行させ得る。プロセッサモジュール９０５は、インテリジェント
ハードウェアデバイス、（たとえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントロー
ラ、ＡＳＩＣなど）を含み得る。
【００９２】
　[0105]図１０は、本開示の様々な態様による、ランダムアクセス電力レベル選択構成さ
れた基地局１０５－ｅを含むシステム１０００の図を示す。システム１０００は、図１～
図９を参照しながら上記で説明された基地局１０５、ワイヤレスデバイス７００または８
００の一例であり得る、基地局１０５－ｅを含み得る。基地局１０５－ｅは、図６～図８
を参照しながら説明されたランダムアクセスモジュール６１０の一例であり得る、基地局
ランダムアクセスモジュール１０１０を含み得る。基地局１０５－ｅは、通信を送信する
ための構成要素と通信を受信するための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信
のための構成要素をも含み得る。たとえば、基地局１０５－ｅは、ＭＴＣデバイスであり
得る、ＵＥ１１５－ｇまたはＵＥ１１５－ｈと双方向に通信し得る。
【００９３】
　[0106]いくつかの場合には、基地局１０５－ｅは、１つまたは複数のワイヤードバック
ホールリンクを有し得る。基地局１０５－ｅは、コアネットワーク１３０へのワイヤード
バックホールリンク（たとえば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５
－ｅはまた、基地局間バックホールリンク（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して



(23) JP 6797827 B2 2020.12.9

10

20

30

40

50

、基地局１０５－ｆおよび基地局１０５－ｇなど、他の基地局１０５と通信し得る。基地
局１０５の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し
得る。いくつかの場合には、基地局１０５－ｅは、基地局通信モジュール１０２５を利用
して１０５－ｆまたは１０５－ｇなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの例では、基
地局通信モジュール１０２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間の通信を行うために
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内のＸ２インターフェースを与え
得る。いくつかの例では、基地局１０５－ｅは、コアネットワーク１３０を通して他の基
地局と通信し得る。いくつかの場合には、基地局１０５－ｅは、ネットワーク通信モジュ
ール１０３０を通してコアネットワーク１３０と通信し得る。
【００９４】
　[0107]基地局１０５－ｅは、プロセッサ１００５と、（ソフトウェア（ＳＷ）１０２０
を含む）メモリ１０１５と、トランシーバ１０３５と、（１つまたは複数の）アンテナ１
０４０とを含み得、それらの各々は、（たとえば、バスシステム１０４５を介して）互い
と直接または間接的に通信していることがある。トランシーバ１０３５は、（１つまたは
複数の）アンテナ１０４０を介して、マルチモードデバイスであり得るＵＥ１１５と双方
向に通信するように構成され得る。トランシーバ１０３５（または基地局１０５－ｄの他
の構成要素）はまた、アンテナ１０４０を介して、１つまたは複数の他の基地局（図示せ
ず）と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１０３５は、パケットを変調
し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ１０４０に与え、アンテナ１０４０から
受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｅは
、各々が１つまたは複数の関連するアンテナ１０４０をもつ、複数のトランシーバモジュ
ール１０３５を含み得る。トランシーバモジュールは、図６の組み合わせられた受信機６
０５および送信機６１５の一例であり得る。
【００９５】
　[0108]メモリ１０１５はＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１０１５はまた、実行
されたとき、プロセッサ１００５に本明細書で説明される様々な機能（たとえば、ＭＴＣ
デバイスのためのランダムアクセス電力レベル選択など）を実行させるように構成された
命令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１０２０
を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード１０２０は、プロセッサ１００５によって
直接的に実行可能でないことがあるが、たとえば、コンパイルされ実行されたとき、コン
ピュータに本明細書で説明される機能を実行させるように構成され得る。プロセッサ１０
０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントロ
ーラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサ１００５は、エンコーダ、キュー処理モジュ
ール、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）など、様々な専用プロセッサを含み得る。基地局通信モジュール１０２５は、他の
基地局１０５との通信を管理し得る。通信管理モジュールは、他の基地局１０５と協働し
てＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケジューラを含み得る。
【００９６】
　[0109]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１１００を
示すフローチャートを示す。方法１１００の動作は、図１～図９を参照しながら説明され
たように、ワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス６００また
はワイヤレスデバイス７００）またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、
方法１１００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたようにランダムアクセスモ
ジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、以下
で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウ
ェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【００９７】
　[0110]ブロック１１０５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを受信することを含み得る
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。いくつかの例では、ブロック１１０５の動作は、図６～図８を参照しながら上記で説明
されたように受信機モジュール６０５によって、または図９を参照しながら上記で説明さ
れたようにアンテナ９４０およびトランシーバ９３５によって実行され得る。
【００９８】
　[0111]ブロック１１１０において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値に少なくとも部分的に基づいて、セッ
トから初期送信電力レベルを選択することを含み得る。いくつかの例では、ブロック１１
１０の動作は、図７～図８を参照しながら上記で説明されたように初期電力決定モジュー
ル７１０によって、または図９を参照しながら上記で説明されたようにランダムアクセス
モジュール９１０によって実行され得る。
【００９９】
　[0112]ブロック１１１５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッ
セージを送信することを含み得る。いくつかの例では、ブロック１１１５の動作は、図６
～図８を参照しながら上記で説明されたように送信機モジュール６１５によって、または
図９を参照しながら上記で説明されたようにアンテナ９４０およびトランシーバ９３５に
よって実行され得る。
【０１００】
　[0113]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１２００を
示すフローチャートを示す。方法１２００の動作は、図１～図９を参照しながら説明され
たように、ワイヤレスデバイス（たとえば、ＵＥ１１５、ワイヤレスデバイス６００また
はワイヤレスデバイス７００）またはそれの構成要素によって実装され得る。たとえば、
方法１２００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたようにランダムアクセスモ
ジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、以下
で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御するためのコー
ドのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウ
ェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１０１】
　[0114]ブロック１２０５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することを含み得る。
いくつかの例では、ブロック１２０５の動作は、図６～図８を参照しながら上記で説明さ
れたように受信機モジュール６０５によって、または図９を参照しながら上記で説明され
たようにアンテナ９４０およびトランシーバ９３５によって実行され得る。
【０１０２】
　[0115]ブロック１２１０において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値とＲＳＲＰしきい値のセットとの間の
比較に少なくとも部分的に基づいて、利用可能な送信電力レベルのセットから初期送信電
力レベルを選択することを含み得る。いくつかの例では、ブロック１２１０の動作は、図
７～図８を参照しながら上記で説明されたように初期電力決定モジュール７１０によって
、または図９を参照しながら上記で説明されたようにランダムアクセスモジュール９１０
によって実行され得る。
【０１０３】
　[0116]ブロック１２１５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッ
セージを送信することを含み得る。いくつかの例では、ブロック１２１５の動作は、図６
～図８を参照しながら上記で説明されたように送信機モジュール６１５によって、または
図９を参照しながら上記で説明されたようにアンテナ９４０およびトランシーバ９３５に
よって実行され得る。
【０１０４】
　[0117]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１３００を
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示すフローチャートを示す。方法１３００の動作は、図１～図８または図１０を参照しな
がら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、基地局１０５、ワイヤレスデバ
イス６００またはワイヤレスデバイス７００）またはそれの構成要素によって実装され得
る。たとえば、方法１３００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたようにラン
ダムアクセスモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレスデ
バイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１０５】
　[0118]ブロック１３０５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、初期送信電力レベルのセットを決定することを含み得る。いくつかの例では
、ブロック１３０５の動作は、図７～図８を参照しながら上記で説明されたように初期電
力決定モジュール７１０によって、または図１０を参照しながら上記で説明されたように
基地局ランダムアクセスモジュール１０１０によって実行され得る。
【０１０６】
　[0119]ブロック１３１０において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを送信することを含み得る
。いくつかの例では、ブロック１３１０の動作は、図６～図８を参照しながら上記で説明
されたように送信機モジュール６１５によって、または図１０を参照しながら上記で説明
されたようにアンテナ１０４０およびトランシーバ１０３５によって実行され得る。
【０１０７】
　[0120]ブロック１３１５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、初期送信電力レベルのセットから選択された初期送信電力レベルに従って送
信されたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信することを含み得る。
いくつかの例では、ブロック１３１５の動作は、図６～図８を参照しながら上記で説明さ
れたように受信機モジュール６０５によって、または図１０を参照しながら上記で説明さ
れたようにアンテナ１０４０およびトランシーバ１０３５によって実行され得る。
【０１０８】
　[0121]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００を
示すフローチャートを示す。方法１４００の動作は、図１～図８または図１０を参照しな
がら説明されたように、ワイヤレスデバイス（たとえば、基地局１０５、ワイヤレスデバ
イス６００またはワイヤレスデバイス７００）またはそれの構成要素によって実装され得
る。たとえば、方法１４００の動作は、図６～図９を参照しながら説明されたようにラン
ダムアクセスモジュール６１０によって実行され得る。いくつかの例では、ワイヤレスデ
バイスは、以下で説明される機能を実行するようにワイヤレスデバイスの機能要素を制御
するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは
、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１０９】
　[0122]ブロック１４０５において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、利用可能な送信電力レベルのセット少なくとも部分的に基づいて（based at
 least in part a set of available transmission power levels）ＲＳＲＰしきい値の
セットを決定することを含み得る。いくつかの例では、ブロック１４０５の動作は、図８
を参照しながら上記で説明されたようにＲＳＲＰしきい値決定モジュール８１０によって
、または図１０を参照しながら上記で説明されたように基地局ランダムアクセスモジュー
ル１０１０によって実行され得る。
【０１１０】
　[0123]ブロック１４１０において、本方法は、図１～図５を参照しながら上記で説明さ
れたように、ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングをユーザ機器に送信すること
を含み得る。いくつかの例では、ブロック１４１０の動作は、図６～図８を参照しながら
上記で説明されたように送信機モジュール６１５によって、または図１０を参照しながら
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上記で説明されたようにアンテナ１０４０およびトランシーバ１０３５によって実行され
得る。
【０１１１】
　[0124]したがって、方法１１００、１２００、１３００、および１４００は、ワイヤレ
スシステムにおけるカバレージ拡張を与え得る。方法１１００、１２００、１３００、お
よび１４００は可能な実装形態について説明していること、ならびに動作およびステップ
は、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され
得ることに留意されたい。いくつかの例では、方法１１００、１２００、１３００、およ
び１４００のうちの２つまたはそれ以上からの態様が組み合わせられ得る。
【０１１２】
　[0125]本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用さ
れ得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用され
る。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、
およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、
ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一
般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate 
Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）
：Wideband CDMA）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル
通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communica
tions）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolve
d UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗ
ｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）な
どの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレ
コミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System
）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバ
ンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリ
ースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは
、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership
 Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは
、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partner
ship Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明された技法
は、無認可および／または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信を含む
、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用さ
れ得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムについて説明し
、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
適用例以外に適用可能である。
【０１１３】
　[0126]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており、
実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。「例」および「
例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きをする
こと」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明
は、説明された技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念
を不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の
形式で示されている。
【０１１４】
　[0127]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
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る。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１１５】
　[0128]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成としても実装され得る。
【０１１６】
　[0129]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによっ
て実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコー
ドとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して
送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲および趣旨
内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プロセッサ
、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれか
の組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実装され得る。機能を実装する特徴
はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分散される
ことを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細書
で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／または」とい
う用語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列挙
された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、
組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいると記述されている場合、その組
成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、ま
たはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明
細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「
のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、
たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣ
またはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味
するような選言的列挙を示す。
【０１１７】
　[0130]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体は
、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登
録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読
媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブ
ル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソー
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スから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、
または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる
。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーデ
ィスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（
ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）
ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１１８】
　[0131]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えられた。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細
書で定義された一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを受信することと、
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値に少なくとも部分的に基づいて、前記セットから
初期送信電力レベルを選択することと、
　前記初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージ
を送信することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することと、
　前記ＲＳＲＰ測定値を前記ＲＳＲＰしきい値と比較することと、ここにおいて、前記初
期送信電力が前記比較に少なくとも部分的に基づいて選択される、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに一意にマッピング
される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、初期送信電力レベルの前記セット中の要素の数－１
に等しい数の要素を備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＲＳＲＰしきい値が、前記ＲＳＲＰ測定値または前記セット中の初期送信電力レベ
ルに関連する確率分布関数に少なくとも部分的に基づく、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　初期送信電力レベルの前記セットが、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え、
ここにおいて、利用可能な送信電力レベルの前記サブセット中の要素の数が、利用可能な
送信電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記選択された初期送信電力レベルが前記ＲＳＲＰ測定値に反比例する、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ８］
　前記初期送信電力レベルを利用する前記ＲＡＣＨメッセージの前記送信が失敗したと決
定することと、
　初期送信電力レベルの前記セットのサブセットから後続の送信電力レベルを選択するこ
とと、ここにおいて、前記サブセットが、前記選択された初期送信電力レベルよりも大き
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い送信電力レベルを備える、
　前記後続の送信電力レベルを利用して後続のＲＡＣＨメッセージを送信することと
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　アイドルモードから接続モードに遷移することと、
　初期送信電力レベルの後続のセットを示すシグナリングを受信することと、ここにおい
て、初期送信電力レベルの前記後続のセットが、初期送信電力レベルの前記セットと同じ
であるかまたはそれとは異なり、前の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分
的に基づく、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　初期送信電力レベルの前記後続のセットに少なくとも部分的に基づいてＲＳＲＰしきい
値のセットを示すシグナリングを受信することをさらに備え、ここにおいて、ＲＳＲＰし
きい値の前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立されたＲＳＲ
Ｐしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、
Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　初期送信電力レベルのセットを決定することと、
　初期送信電力レベルの前記セットを示すシグナリングを送信することと、
　初期送信電力レベルの前記セットから選択された初期送信電力レベルに従って送信され
たランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信することと
を備える、方法。
［Ｃ１２］
　初期送信電力レベルの前記セットを決定することが、
　利用可能な送信電力レベルのセットからサブセットを選択すること
を備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定することと、
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットを示すシグナリングを送信することと、ここにおいて、
ＲＳＲＰ値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに対応する、
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、ＲＳＲＰ測定値または初期送信電力レベルの前記セ
ットに関連する確率分布関数に少なくとも部分的に基づく、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに一意にマッピング
される、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、初期送信電力レベルの前記セット中の要素の数－１
に等しい数の要素を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１７］
　初期送信電力レベルの前記セットが、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え、
ここにおいて、利用可能な送信電力レベルの前記サブセット中の要素の数利用可能な送信
電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１８］
　ユーザ機器との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立することと、
　初期送信電力レベルの前記セットと同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功した
ＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分的に基づく、初期送信電力レベルの後続のセッ
トを決定することと、
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　初期送信電力レベルの前記後続のセットを示すシグナリングを送信することと
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定することと、ここにおいて、Ｒ
ＳＲＰしきい値の前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立され
たＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットを示すシグナリングを送信することと
をさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、ここにおいて、前記命令が、
　　初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを受信することと、
　　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値に少なくとも部分的に基づいて、前記セットか
ら初期送信電力レベルを選択することと、
　　前記初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセー
ジを送信することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ２１］
　前記命令は、
　ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信することと、
　前記ＲＳＲＰ測定値を前記ＲＳＲＰしきい値と比較することと、ここにおいて、前記初
期送信電力が前記比較に少なくとも部分的に基づいて選択される、
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　初期送信電力レベルの前記セットが、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え、
ここにおいて、利用可能な送信電力レベルの前記サブセット中の要素の数が、利用可能な
送信電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記命令は、
　前記初期送信電力レベルを利用する前記ＲＡＣＨメッセージの前記送信が失敗したと決
定することと、
　初期送信電力レベルの前記セットのサブセットから後続の送信電力レベルを選択するこ
とと、ここにおいて、前記サブセットが、前記選択された初期送信電力レベルよりも大き
い送信電力レベルを備える、
　前記後続の送信電力レベルを利用して後続のＲＡＣＨメッセージを送信することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記命令は、
　アイドルモードから接続モードに遷移することと、
　初期送信電力レベルの後続のセットを示すシグナリングを受信することと、ここにおい
て、初期送信電力レベルの前記後続のセットが、初期送信電力レベルの前記セットと同じ
であるかまたはそれとは異なり、前の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分
的に基づく、
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記命令は、
　初期送信電力レベルの前記後続のセットに少なくとも部分的に基づいてＲＳＲＰしきい
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値のセットを示すシグナリングを受信するために前記プロセッサによって実行可能であり
、ここにおいて、ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送
信より前に確立されたＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異な
る、
Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
　通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、ここにおいて、前記命令が、
　　初期送信電力レベルのセットを決定することと、
　　初期送信電力レベルの前記セットを示すシグナリングを送信することと、
　　初期送信電力レベルの前記セットから選択された初期送信電力レベルに従って送信さ
れたランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ２７］
　前記命令が、
　利用可能な送信電力レベルのセットからサブセットを選択すること
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記命令は、
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定することと、
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットを示すシグナリングを送信することと、ここにおいて、
ＲＳＲＰ値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに対応する、
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記命令が、
　ユーザ機器との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立することと、
　初期送信電力レベルの前記セットと同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功した
ＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分的に基づく、初期送信電力レベルの後続のセッ
トを決定することと、
　初期送信電力レベルの前記後続のセットを示すシグナリングを送信することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記命令は、
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定することと、ここにおいて、Ｒ
ＳＲＰしきい値の前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立され
たＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットを示すシグナリングを送信することと
を行うために前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　初期送信電力レベルのセットを示すシグナリングを受信するための手段と、
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）測定値に少なくとも部分的に基づいて、前記セットから
初期送信電力レベルを選択するための手段と、
　前記初期送信電力レベルを利用してランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージ
を送信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ３２］
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　ＲＳＲＰしきい値のセットを示すシグナリングを受信するための手段と、
　前記ＲＳＲＰ測定値を前記ＲＳＲＰしきい値と比較するための手段と、ここにおいて、
前記初期送信電力が前記比較に少なくとも部分的に基づいて選択される、
をさらに備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに一意にマッピング
される、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、初期送信電力レベルの前記セット中の要素の数－１
に等しい数の要素を備える、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記ＲＳＲＰしきい値が、前記セット中の初期送信電力レベルまたは前記ＲＳＲＰ測定
値に関連する確率分布関数に少なくとも部分的に基づく、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３６］
　初期送信電力レベルの前記セットが、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え、
ここにおいて、利用可能な送信電力レベルの前記サブセット中の要素の数が、利用可能な
送信電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記選択された初期送信電力レベルが前記ＲＳＲＰ測定値に反比例する、Ｃ３１に記載
の装置。
［Ｃ３８］
　前記初期送信電力レベルを利用する前記ＲＡＣＨメッセージの前記送信が失敗したと決
定するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットのサブセットから後続の送信電力レベルを選択するた
めの手段と、ここにおいて、前記サブセットが、前記選択された初期送信電力レベルより
も大きい送信電力レベルを備える、
　前記後続の送信電力レベルを利用して後続のＲＡＣＨメッセージを送信するための手段
と
をさらに備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３９］
　アイドルモードから接続モードに遷移するための手段と、
　初期送信電力レベルの後続のセットを示すシグナリングを受信するための手段と、ここ
において、初期送信電力レベルの前記後続のセットが、初期送信電力レベルの前記セット
と同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功したＲＡＣＨメッセージ送信に少なくと
も部分的に基づく、
をさらに備える、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ４０］
　初期送信電力レベルの前記後続のセットに少なくとも部分的に基づいてＲＳＲＰしきい
値のセットを示すシグナリングを受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、ＲＳ
ＲＰしきい値の前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確立された
ＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、
Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　初期送信電力レベルのセットを決定するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットを示すシグナリングを送信するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットから選択された初期送信電力レベルに従って送信され
たランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）メッセージを受信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ４２］
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　初期送信電力レベルの前記セットを決定するための前記手段が、
　利用可能な送信電力レベルのセットからサブセットを選択するための手段
を備える、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定するための手段と、
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットを示すシグナリングを送信するための手段と、ここにお
いて、ＲＳＲＰ値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに対応する、
をさらに備える、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、ＲＳＲＰ測定値または初期送信電力レベルの前記セ
ットに関連する確率分布関数に少なくとも部分的に基づく、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが初期送信電力レベルの前記セットに一意にマッピング
される、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４６］
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、初期送信電力レベルの前記セット中の要素の数－１
に等しい数の要素を備える、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４７］
　初期送信電力レベルの前記セットが、利用可能な送信電力レベルのサブセットを備え、
ここにおいて、利用可能な送信電力レベルの前記サブセット中の要素の数利用可能な送信
電力レベルの総数よりも小さいかまたはそれに等しい、Ｃ４３に記載の装置。
［Ｃ４８］
　ユーザ機器との無線リソース制御（ＲＲＣ）接続を確立するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記セットと同じであるかまたはそれとは異なり、前の成功した
ＲＡＣＨメッセージ送信に少なくとも部分的に基づく、初期送信電力レベルの後続のセッ
トを決定するための手段と、
　初期送信電力レベルの前記後続のセットを示すシグナリングを送信するための手段とを
さらに備える、Ｃ４１に記載の装置。
［Ｃ４９］
　基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）しきい値のセットを決定するための手段と、ここにおい
て、ＲＳＲＰしきい値の前記セットが、前記成功したＲＡＣＨメッセージ送信より前に確
立されたＲＳＲＰしきい値の初期セットと同じであるかまたはそれとは異なる、
　ＲＳＲＰしきい値の前記セットを示すシグナリングを送信するための手段と
をさらに備える、Ｃ４１に記載の装置。
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